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1
．令
和
3
年
度
　
研
究
課
題

　
「
確
か
な
学
力
を
育
て
る

　
　
　
　

小
中
一
貫
教
育
の
研
究
」

・�

社
会
科
学
習
帳「
わ
た
し
た
ち
の
三
笠
」再
編

集
・
発
行

・�

小
中
一
貫
教
育
の
系
統
的
な
教
育
課
程
の
充

実
に
向
け
た
研
究

・「
生
き
る
力
」を
育
む
防
災
教
育
の
実
践
交
流

・
三
笠
市
内
の
閉
校
し
た
学
校
の
資
料
整
理

2
．課
題
設
定
の
理
由

　

昨
年
度
は
、社
会
科
に
お
け
る
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
、三
笠
市
の
新

た
な
る
街
づ
く
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

小
学
校
中
学
年
社
会
科
副
読
本「
わ
た
し
た
ち

の
三
笠
」を
再
編
集
し
配
本
す
る
こ
と
が
で
き

た
。本
年
度
は
、主
体
的
な
学
び
に
必
要
な「
見

通
し
」と「
振
り
返
り
」を
大
切
に
し
な
が
ら
、単

元
全
体
の
学
習
を
深
め
る
視
点
を
持
た
せ
た
学

び
の
質
を
高
め
る
手
立
て
と
し
て
、社
会
科
学

習
帳「
わ
た
し
た
ち
の
三
笠
」と
評
価
テ
ス
ト
の

研
究
を
推
進
し
、新
た
な
内
容
の
編
集
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

社
会
科
に
お
い
て
は
、社
会
的
な
見
方
・
考
え

方
を
働
か
せ
、地
域
全
体
か
ら
課
題
を
見
出
し
、

見
通
し
を
持
っ
て
解
決
で
き
る
よ
う
な
力
を

養
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。中
学
年
に
お
い
て

は
、三
笠
市
の
地
域
の
特
徴
を
学
び
、未
来
志
向

　

深
い
雪
で
覆
わ
れ
て
い
た
長
い
冬
も
終
わ
り

を
告
げ
、よ
う
や
く
春
の
暖
か
い
日
射
し
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。感
染
症
の
猛

威
に
、教
育
活
動
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
今

年
度
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
号
の「
教
育
三
笠
」で
は
、今
年
度
の

三
笠
市
教
育
研
究
所
に
お
け
る「
研
究
報
告
」を

掲
載
し
ま
し
た
。今
年
度
、研
究
所
で
は
、小
学

校
社
会
科
の
副
読
本
に
対
応
し
た
学
習
帳
を
編

集
し
ま
し
た
。ま
た
、新
た
な
評
価
規
準
に
合
わ

せ
た
テ
ス
ト
も
併
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。学
習

帳
・
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、近
日
中
に
各
校
に
配

布
す
る
予
定
で
す
の
で
新
年
度
ご
活
用
く
だ
さ

い
。ま
た
、ス
キ
ー
実
技
講
習
会
の
様
子
、研
修

報
告
に
つ
い
て
も
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
号
が
、今
年
度
最
後
の「
教
育
三
笠
」の
発

行
と
な
り
ま
す
。今
年
度
も
お
忙
し
い
中
、多
く

の
方
々
に
原
稿
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
年
度
も
引
き
続
き
教
育
研
究
所
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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研 究 所 だ よ り

教育三笠

特別支援学級　「外遊び」

2年生　「授業研」

児童会　「お笑いプロジェクト」

1年生　「スキー学習」

研
究
課
題
の
経
過
に
つ
い
て

　　　　　　 第27回  教育展望セミナーに参加して
三笠市教育研究所所員　元　木　真　美

　「変革の時代の学校教育を展望する」を主題に、令和4年1月8日、札幌市で教育展望セミナーが開催さ
れ参加しました。実践提案と理論提案後に研究協議が設定され、今日的な教育課題について研修を深め
ることができました。
■実践提案
　　「小中一貫した義務教育を想像する

カリキュラムマネジメント」
　　北海道教育大学附属釧路義務教育学校　
　　　　　　　　主幹教諭　高瀬　航平氏
　　　　　　　　　　　　　更科　結期希氏
　義務教育9年間の「めざす姿」を全教職員で共
有しながら、リーダーシップ・フォロアーシッ
プの育成に向けた校内体制を整理し成果をあ
げている。各教科、地域学、特別活動、行事で取
り組みをまとめ育てる資質・能力を明確にしな
がら学習評価に繋げる「みとり」を中心に研修
を推進している。総合的な学習の時間に設定し
ている「地域学」は、三笠市での「地域科」と類似
しており、9年間の学びを繋ぐ系統表や教科等
横断的カリキュラムの視点を活用した内容を
今後の取り組みに活かしていきたい。
■理論提案1
　　「主体的・対話的で深い学びを実現する授業改革の方策」　　　関西大学教授　佐藤　真　氏
　新学習指導要領の背景となる「社会に開かれた教育課程」の求められる方向性について具体的な理論
を述べられ、特に探求的な学習における児童生徒の学習の姿をどうイメージするか明確に示された。
※参考図書　「小中連携で　子どもが育つ」学事出版2011年
　　　　　　「子どもの事実と授業の創造」初等教育資料12月号東洋出版2020年他
■理論提案2
　　「新学習指導要領における学習評価を考える」　　　　　　京都大学准教授　石井　英真　氏
　「個別最適な学び」と「主体的・対話的で深い学び」との繋がりを今次改訂の視点から具体的に明示され
る内容であった。特に「みとり」「評価」「評定」の考え方を整理し、授業者として子どもを観察する指導力
の重要性は、今後大変参考になる内容であった。
※参考図書　「授業づくりの深め方」ミネルバ書房2020年
　　　　　　「未来の学校　ポストコロナの公教育のデザイン」　日本標準　2020年他

三笠小学校

猿 三笠市教育研究所　研究報告	猿 「わたしたちの三笠」学習帳完成
猿 教職員向けスキー実技研修	 猿 「教育展望セミナー」研修報告

研修報告
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　1月14日（金）、桂沢スキー場にて三笠市教育振興会教職員向けスキー実技講習会が行われま

した。今年も講師として三笠市スキー連盟の２名の指導員の方にご協力いただきました。

　参加者は、小学校７名、中学校３名で、2グループに分かれて研修を行いました。指導方法や

注意すべき事項についての研修資料もいただき、参加者からは有意義な研修内容だったとの声

が寄せられました。一部ご紹介します。

　参加者の声からも分かるように、レベルに応じた指導方法、具体的な場面を想定した指導方

法、更には、自分の滑りに対するアドバイスもいただき、大変充実した研修となりました。次年

度も開催を予定していますので、是非、ご参加ください。

　この研修とは別に、三笠市では、例年冬休み中に小学１・２年生対象のスキー教室「わんぱく

Kids」（参加費無料）が行われています。学校のスキー授業の前に、「スキーの着脱」から「歩行」、

「リフトの乗降」などスキー初心者である児童が学べる内容となっています。また、今年度は、そ

の時の様子を教えていただき、3学期のスキー学習に生かすことができました。このような連

携で、教育活動をスムーズに行えるのが三笠市の素晴らしいところです。是非、学校でも推奨し

ていきましょう。

（3） （2）

に
よ
り
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
実

感
で
き
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
が
大
切
で
あ
り
、

指
導
資
料
と
し
て
活
用
で
き
る
内
容
に
改
編
し

て
い
く
こ
と
を
視
点
に
研
究
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、第
4
学
年
で
扱
わ
れ
て
い
る「
自
然
災

害
に
備
え
る
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
、昨
年
配

本
し
た「
防
災
の
し
お
り
」を
効
果
的
に
扱
い
、

三
笠
市
の
地
形
か
ら
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、他
の
教
科
と
の
関
連
を
示
し
な
が
ら
提

案
し
た
い
。

　

三
笠
市
が
推
進
し
て
い
る
小
中
一
貫
教
育
の

充
実
に
向
け
て
、9
年
間
を
見
通
し
た
教
科
系

統
表
の
作
成
に
つ
い
て
年
次
計
画
を
展
望
す
る

中
で
、各
校
と
連
携
し
た
研
究
活
動
に
取
り
組

み
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
昭
和
22
年
以
降
に
閉
校
し
た
小
中
学

校
の
資
料
・
写
真
の
整
理
、編
集
に
取
り
組
み
、

三
笠
の
学
校
の
歴
史
を
学
ぶ
資
料
と
し
て
、写

真
や
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
を
中
心
に
、公
民
館

内
で
資
料
の
展
示
作
業
を
継
続
す
る
。

3
．具
体
的
な
研
究
内
容

①�

社
会
科
学
習
帳「
わ
た
し
た
ち
の
三
笠
」の
再

編
集

　
・�

新
学
習
指
導
要
領
の
内
容
に
対
応
さ
せ
た

補
助
資
料
と
し
て
改
編
す
る
。

②
防
災
教
育
の
実
践
事
例
の
紹
介

③�

小
中
一
貫
教
育
に
お
け
る
系
統
的
な
教
育
課

程
に
つ
い
て
の
研
究

④
閉
校
し
た
学
校
の
資
料
整
理

　
・
パ
ネ
ル
展
示

　
・
ア
ル
バ
ム
整
理

　

※�

公
民
館
内
に
展
示
…
…
地
域
学
習
で
参
考

に
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、市
民
等
に
広

報
し
て
い
く
。

4
．研
究
の
経
過

４
月
～	

�

基
本
計
画
作
成
・
役
割
分
担
・

情
報
収
集

４
月
23
日
㈮	

�

第
一
回
教
育
研
究
所
運
営
委

員
会

５
月
～	

�

社
会
科
学
習
帳「
わ
た
し
た
ち

の
三
笠
」編
集
作
業

６
月
25
日
㈮	

�

第
一
回
研
究
専
門
会
議

９
月
～
12
月	

�

社
会
科
学
習
帳「
わ
た
し
た
ち

の
三
笠
」執
筆
第
一
次
案
完
成

11
月
17
日
㈬	

�
様
似
小
学
校
公
開
研
究
大
会

参
加

１
月
８
日
㈯	

教
育
展
望
セ
ミ
ナ
ー
参
加

１
月
～
３
月	

�

社
会
科
学
習
帳「
わ
た
し
た
ち

の
三
笠
」内
容
検
討
・
修
正

３
月
中
旬	

�

社
会
科
学
習
帳「
わ
た
し
た
ち

の
三
笠
」印
刷
製
本
・
完
成

３
月
25
日
㈮	

�

第
二
回
教
育
研
究
所
運
営
委

員
会

5
．成
果
と
課
題

①
社
会
科
学
習
帳「
わ
た
し
た
ち
の
三
笠
」の
再

編
集

　

昨
年
度
作
成
し
た
社
会
科
副
読
本
の
内
容
に

合
わ
せ
、主
体
的
な
学
び
に
必
要
な「
見
通
し
」

と「
振
り
返
り
」を
大
切
に
整
理
し
な
が
ら
、社

会
科
授
業
に
お
い
て「
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ

る
」こ
と
が
で
き
る
よ
う
編
集
し
新
年
度
配
布

の
予
定
で
あ
る
。ま
た
、評
価
の
観
点
に
合
わ
せ

て「
知
識
・
技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」を
整
理
し
た
単
元

テ
ス
ト
を
作
成
し
、各
校
へ
デ
ー
タ
ー
で
配
布

す
る
予
定
で
あ
る
。

②
防
災
教
育
の
実
践
事
例
の
紹
介

　

今
年
度
、授
業
公
開
の
予
定
が
感
染
対
策
に

よ
り
取
り
組
み
が
で
き
な
く
紹
介
す
る
機
会
を

逸
し
た
た
め
、次
年
度
実
践
交
流
を
図
り
た
い
。

③
小
中
一
貫
教
育
に
お
け
る
系
統
的
な
教
育
課

程
に
つ
い
て
の
研
究

　

小
中
一
貫
教
育
推
進
協
議
会
と
の
連
携
を
図

り
検
討
中
で
あ
り
、次
年
度
末
を
目
途
に
研
究

を
進
め
、全
教
科
作
成
で
き
る
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

④
閉
校
し
た
学
校
の
資
料
整
理
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
、資
料
整
理
に
十
分
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。次
年
度
に
向
け
て
未
整
理

の
資
料
を
中
心
に
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

教職員向け　スキー実技講習会　　　　

小学校社会科副読本
「わたしたちの三笠」学習帳  （4月配布）
　昨年度改訂した小学校社会
科副読本「わたしたちの三笠」
の学習効果はいかがだったで
しょうか。お気づきの点があり
ましたら、三笠市教育研究所に
お知らせください。
　さて、今年度は、副読本に合
わせて学習帳を再編集しまし
た。地理的環境の理解へ向けて
地図データーのQRコードを掲
載すると共に、各単元の「ふり
かえり」を重視する内容となる
よう検討を重ねました。新年度
に入りましたら、小学校新３・４年生を対象に配布しますので、
是非ご活用ください。

　また、3観点の評価規準でテストも作
成しました。各学年の学習内容が、三笠市
の事象や変化に合わせて確認できますの
で、こちらも併せてご活用ください。
　市内各校の専門委員をはじめ、改訂作業
にあたって多大なご協力をいただきました
各方面の皆様に心から感謝申し上げます。

＜スキー講座参加者の声＞
・�冬休み最終日は各学校会議があると思うので、今年はその前で落ち着いて参加できて

良かったです。

・�ロッジ内での理論研修の後の実践は良かったです。

・�現在のスキーの形状に合わせた指導法を学ぶことができ、大変参考になりました。

・�中・上級者レベルの説明と色々な練習方法を教えていただいて勉強になりました。

・�小学校低学年から中学生までの幅広い年代向けでしたが、それぞれの指導法をていね

いにわかりやすく教えてくださり、大変勉強になりました。

・�「～な児童・生徒」に対しての指導も具体的に教えていただき、大変助かりました。

実際のスキー学習の様子。
研修を生かすことができました。

初心者向けＢグループでは、ス
キーのポジショニングについて
も教えていただきました。

１月１４日


